
平成21事業年度

計　　算　　書　　類

輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社

（　第　2　期　）



(単位：百万円）

金　額 金　額

流動資産 5,929 流動負債 3,332

現金及び預金 1,196 買掛金 650

売掛金 1,119 短期リース債務 2,498

有価証券 3,299 未払金 86

貯蔵品 1 未払費用 10

前払費用 19 未払法人税等 18

繰延税金資産 97 預り金 2

未収消費税等 195 賞与引当金 64

その他 0

固定負債 14,136

固定資産 16,322 長期リース債務 14,031

有形固定資産 3,025 退職給付引当金 95

建物 28 役員退職慰労引当金 10

工具器具備品 105

リース資産 2,891 17,468

無形固定資産 13,225

ソフトウェア 520 株主資本 4,782

リース資産 12,704 資本金 1,000

その他 0 資本剰余金 4,102

投資その他の資産 71 資本準備金 4,102

敷金及び保証金 71 利益剰余金 △ 319

その他 0 その他利益剰余金 △ 319

貸倒引当金 △ 0 　繰越利益剰余金 △ 319

純資産合計 4,782

資産合計 22,251 負債・純資産合計 22,251

貸　　借　　対　　照　　表

（平成22年3月31日現在）

負債合計

（純資産の部）

科　　　目

(資産の部）

科　　　目

（負債の部）

1



（単位：百万円）

8,679

8,093

586

452

133

5

2 8

147

0 147

5

0

116

0 116

121

法人税、住民税及び事業税 9

△ 97 △ 87

34

金　　　　　　　　　　額

売 上 原 価

営 業 利 益

支 払 利 息

科　　　　　　　目

一 般 管 理 費

そ の 他

税引前当 期 純 損失

法人税等調整額

当 期 純 損 失

有 価 証 券 利 息

損　　益　　計　　算　　書

（自平成21年4月1日　至平成22年3月31日）

そ の 他

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

売 上 高

売 上 総 利 益

そ の 他

特 別 利 益

システム撤去関連費用

特 別 損 失

経 常 損 失
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(単位：百万円）

資本剰余金 利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

平成21年3月31日残高 1,000 4,102 △ 284 4,817 4,817

事業年度中の変動額

当期純損失 △ 34 △ 34 △ 34

事業年度中の変動額合計 － － △ 34 △ 34 △ 34

平成22年3月31日残高 1,000 4,102 △ 319 4,782 4,782

株主資本

純資産合計

株　主　資　本　等　変　動　計　算　書

（自平成21年4月1日　至平成22年3月31日）

株主資本合計資本金
資本準備金

3
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個 別 注 記 表 

 

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

（１）資産の評価基準及び評価方法 

① 有価証券の評価基準及び評価方法 

満期保有目的の債券・・・償却原価法（定額法） 

② 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

仕掛品・・・総平均法による原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法） 

貯蔵品・・・最終仕入原価法 

（２）固定資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除く） 

定額法を採用しております。 

     主な資産の耐用年数は、次のとおりであります。 

      建物           2 ～ 15年 

      工具器具備品       2 ～ 12年 

② 無形固定資産（リース資産を除く） 

     定額法を採用しております。 

自社利用のソフトウェア  2 ～ 8 年 

③ リース資産 

所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

 自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

（３）引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

    売掛金等の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債

権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。 

② 賞与引当金 

     従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額の当期負担額を計上しております。 

③ 退職給付引当金 

      従業員の退職給付に備えるため、職員退職手当支給規程に基づき、自己都合で退職した場合の期

末要支給額を計上しております。 

④ 役員退職慰労引当金 

役員の退職慰労金の支給に備えるため、役員退職手当支給規程に基づく期末要支給額を計上して

おります。 
（４）その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

 消費税等の会計処理 

     消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。 

 

 

２．貸借対照表に関する注記 

有形固定資産の減価償却累計額  931 百万円 
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３．株主資本等変動計算書に関する注記 

当該事業年度の末日における発行済株式の数  普通株式 10,000 株 

 

４．税効果会計に関する注記 

繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳 

  繰延税金資産 

   未払事業税                 3 百万円 

   賞与引当金                26 百万円 

   システム撤去関連費用           30 百万円 

   繰越欠損金                85 百万円 

その他                  16 百万円           

     繰延税金資産小計            162 百万円           

     評価性引当額             △65 百万円 

     繰延税金資産合計            97 百万円 

 

５．金融商品に関する注記 

（１）金融商品の状況に関する事項 

   当社は、資金運用については、短期的な預金等に限定し、安全性の高い金融資産で運用しております。 

   営業債権である売掛金に係る顧客の信用リスクに関しては経理規程に従い、取引相手ごとに期日及び残

高管理を行っております。 

   満期保有目的である有価証券は、国庫短期証券（3ヶ月）の運用を行っております。 

   営業債務である買掛金は、1年以内の支払期日です。 

   ファイナンス・リース取引に係るリース債務は、主に設備投資に必要な資金の調達を目的としたもので

あります。 

 

（２）金融商品の時価等に関する事項 

   平成 22 年 3月 31 日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり

ます。 

（単位：百万円） 

 
貸借対照表計上額

（※） 
時価（※） 差額 

（１） 現金及び預金 

（２） 売掛金 

（３） 有価証券 

（４） 買掛金 

（５） 短期リース債務 

（６） 長期リース債務 

1,196 

1,119 

3,299 

（650） 

（2,498） 

（14,031） 

1,196 

1,119 

3,299 

（650） 

（2,554） 

（14,184） 

－ 

－ 

－ 

－ 

56 

153 

 （※）負債に計上されているものについては、（  ）で示しております。 

 

（注）金融商品の時価の算定方法 

 （１）現金及び預金、（２）売掛金、並びに（３）有価証券 

    これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によってお

ります。 
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（４）買掛金 

    短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。 

 （５）短期リース債務、並びに（６）長期リース債務 

    これらの時価については、元利金の合計額を、新規に同様のリース取引を行った場合に想定される利

率で割り引いた現在価値により算定しております。 

 

６．関連当事者との取引に関する注記 

親会社及び法人主要株主等 

（単位：百万円） 

属性 
会社等の

名称 

議決権等の

所有（被所

有）割合 

関連当事者

との関係 
取引の内容 取引金額 科目 期末残高 

主要株主 財務省（財

務大臣） 

（被所有） 

直接 100％ 

 

当社システ

ム利用契約

の締結 

使用料の受

入 

4,466 売掛金 394 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

（注）１．取引金額及び期末残高には消費税等が含まれております。 

    ２．両者協議の上決定しております。 

 

７．１株当たり情報に関する注記 

１株当たり純資産額       478,290 円 37 銭 

１株当たり当期純損失額    △3,436 円 24 銭 

 

 

 




